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『
日

本

農

業

生

産

力

構

造』

本
書
『
日
本
農
業
生
産
力
構
造』
（
昭
和
三
五
年）
の
企
図
は、

日
本

農
業
の
戦
後
段
階
の
性
格
を、
生
産
力
構
造
の
深
層
か
ら
解
明
す
る
こ
と、

に
お
か
れ
て
い
る。
す
な
わ
ち
「
改
革
後、
農
業
生
産
力
発
展
の
異
常
な

進
度
に
も
拘
ら
ず、
同
時
に、
農
家
経
済
の
広
汎
な
解
体
過
程
が
進
行
す

る
と
い
う
矛
盾

［
こ
の
『
危
機」
の
根
源
を
明
ら
か
に
す
る」
（
ま
え

が
き、
＞
頁）
こ
と、
で
あ
る。

さ
ら
に
い
う
な
ら
ば、
こ
の
企
図
は
こ
う
具
体
化
さ
れ
る。
「
農
地

改
革
後
に
お
け
る
農
業
生
産
力
水
準
の
劃
期
的
上
昇
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
は、
疑
問
の
余
地
を
残
さ
な
い
と
こ
ろ
と
な
っ
た。
が、
恐
ら
‘ヽ

一
四
五

問
題
は
正
に
こ
の
点
に
始
ま
る。
農
業
生
産
力
に
お
け
る,
"

J

の
劃
期

的
躍
進
期
に
当
り、
従
来
の
高
位
生
産
力
地
帯一
般
に
亘
る
異
常
な
停

滞
性
は
何
ご
と
を
意
味
す
る
か。
農
業
生
産
力
躍
進
の
地
帯
に
お
い

て、
．．．．．
 農
民
層
分
解
の
基
本
的
動
向
が、
漸
や
く
そ
の
潜
在
的
形
態

か
ら
顕
在
的
形
態
へ
転
化
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
る。
そ
れ
は
何
処
へ
志
向

せ
ん
と
す
る
か。
総
じ
て、
劃
期
的
上
昇
を
記
録
し
て
い
る
農
業
生
産

力
構
造
の
深
部
に
存
立
す
る
内
面
的
矛
届
は
抑
々
如
何
よ
う
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
も
つ
か」
（
五
頁）。

、
、

し
た
が
っ
て、
本
書
の
成
果
は、
ま
ず、
こ
の
企
図
が
い
か
に
達
成
さ

れ
た
か、
と
い
う
基
準
に
て
ら
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

本
書
は、
第一
部
「
総
括
篇」、
第
二
部
「
実
態
把
握」、
お
よ
び
補
論

「
若
干
の
問
題
点」
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る。
も
と
も
と、
本
書
は、

数
多
く
の
研
究
者
の、
数
年
に
亘
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
っ
て、
し
た

が
っ
て
本
書
の
執
筆
も
山
田
氏一
人
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
い。
次
に

そ
の
執
筆
構
成
を
あ
げ
て
お
こ
う。

総
括
篇

日
本
農
業
生
産
力
構
造
の
構
成
と
段
階

（
山
田
盛
太
郎）

第
二
部

実
態
把
握

第一
篇

千
町
歩
地
主
地
々
帯
に
お
け
る
構
成
と
実
態

第一
類

第一
章

第一
部

蒲
原
雌
帯
の
地
主
構
成
と
生
産
力
構
造



補
論

山
田
盛
太
郎
『
日
本
農
業
生
産
力
構
造
』

第
三
章

若
干
の
問
題
点

第
一

農
業
生
産
力
と
機
械
化
の
問
題
点

第
二

農
業
生
産
力
と
価
格
概
念

（
石
渡

貞
雄）

本
書
は
か
よ
う
な
構
成
を
も
つ
も
の
で
あ
る
ゆ
え
に、

本
書
の
成
果
は、

第
二
に、

第
一

部
「
総
括
篇」

が、

第
二
部
「
実
態
把
握
」

お
よ
び
補
論

第
四
章

第
二
類

第
三
章

（
井
上

宮
城
仙
北
地
帯
の
地
主
構
成
と
大
農
経
営

（
上
原

信
博）

秋
田
仙
北
地
主
地
々
帯
に
お
け
る
生
産
力
構
造

（
中
江

淳
一
）

第
二
編

改
革
前
ll
高
位
生
産
力
地
帯
に
お
け
る
構
成
と
実
態

第
一

章

巨
大
農
場
11
藤
田
農
場
の
解
体
と
生
産
力
構
造

（
久
留
島
陽一1
1)

第
二
章

地
主
自
作
型
地
帯
の
一

典
型
—
_―
二
瀦
ク
リ
ー
ク
農

業
地
帯
に
お
け
る
生
産
力
構
造
の
形
成
と
構
成
ー
ー、

（
梶
田

勝）

佐
賀
ク
リ
ー
ク
地
帯
に
お
け
る
生
産
力
構
造
の
分
析

（
梶
井

完
二
）

功
）

（
細
貝
大
次
郎）

第
二
章

庄
内
地
方
に
お
け
る
富
農
層
形
成
と
そ
の
基
盤

（
塙

遼
一
）

書
評

各
章
の
具
体
的
な
分
析
を
確
実
に
基
礎
と
し、

反
映
す
る
も
の
と
し
て、

総
括
集
約
せ
ら
れ
て
い
る
か、

否
か、

と
い
う
点
か
ら
も
検
討
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は、

著
者
の
分
析
視
点
が、

0
段
階
的
視
点
と
⇔

地
帯
構
造
的
視
点
の

二
点
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
お
り、

こ
の
「
段
階
規

定
と
地
帯
構
造
的
規
定
と
が
農
業
Il
農
業
生
産
力
の
基
本
構
造
を
規
定
す

る
も
の
」

(
1

0
頁）

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も、
一

層
切
実
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う。

わ
れ
わ
れ
の
検
討
の
基
準
を
こ
の
二
点
に
ふ
ま
え
る
と
き、

本
書、

と

く
に
第
一

部
の
分
析
は、

い
か
に
把
握
さ
れ
る
か
。

そ
こ
で
ま
ず、

著
者

の
難
解
な
叙
述
形
式
を
辿
り
な
が
ら
理
解
し
え
た
と
こ
ろ
を、

私
な
り
に

構
成
し
て
み
よ
う。

ま
ず
冒
頭
に
お
い
て、

日
本
農
業
の
生
産
力
発
展
の
歴
史
的
段
階
と
し

て、

三
段
階
が
区
分
さ
れ
る
。

⇔
徳
川
幕
藩
制
期
の
純
粋
封
建
的
土
地
所

有
組
織
下
に
お
け
る
農
業
生
産
力
の
段
階。

⇔
維
新
期
11
地
租
改
正
埜
準

で
成
立
す
る
半
封
建
的
・
地
主
的
土
地
所
有
下
に
お
け
る
農
業
生
産
力
構

造
の
段
階。

⇔
戦
後、

農
地
改
革
に
よ
る
地
主
的
土
地
所
有
の、

そ
の
根

祗
に
お
け
る
解
体
以
後、

展
開
し
つ
つ
あ
る
農
業
生
産
力
の
段
階。

こ
れ

ら
三
段
階
に
た
い
し
て、

分
析
の
ボ
イ
ン
ト
ニ
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

す
な

わ
ち、

そ
の
第
一

点
は、

地
主
的
土
地
所
有
の
成
立
過
程
と、

そ
れ
に
対

一

四

六



書
評

応
す
る
旧
幕
藩
制
下
の
「
分
断」

の
農
業
生
産
力
諸
要
因
が、

新
た
に
全

国
土
的
な
地
帯
構
成
の
農
業
生
産
力
構
造
と
し
て
再
編
さ
れ
て
く
る
過
程

で
あ
り、

そ
の
第
二
点
は、

農
地
改
革
に
よ
る
地
主
的
土
地
所
有
の
解
体

基
盤
で
の
所
有
構
造、

並
び
に
生
産
力
再
編
の
展
開
と
限
界
の
点
で
あ
る
。

そ
し
て
と
く
に、
「
全
問
題
把
握
の
鍵
と
な
る
の
は、

地
主
的

土

地
所
有

と
そ
の
下
に
お
け
る
農
業
生
産
力
構
造
と
の
構
成
と
段
階
と
の
把
握
で
あ

、
、

る
」
(
1

0
|
―
二

頁）

と
指
摘
さ
れ
る
点
は、

著
者
独
特
の
典
型
の
理

解
の
方
向
を
指
示
す
る
も
の
と
し
て、

注
目
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
0

し
か
し
て、

こ
の
地
主
制
下
の
農
業
生
産
力
構
造
は、
「
原
生
的

段

階

〔
旧
幕
期
か
ら
脱
け
出
し
た
現
の
ま
ま
と
し
て
明
治
の
初
め
数
字
と
し
て

把
え
ら
れ
た
も
の
〕
」

（
一

五、

一

七
頁）

に
お
い
て
、

そ
の
地
帯
構
造

の
爪
恥土
が
与
え
ら
れ
て
い
た、

と
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち、

牛
と
馬
と
の
地

域
分
布
を
甚
調
と
す
る
牛
馬
耕
の
普
及
構
成
で
あ
っ
て、

牛
の
地
帯
は
大

体
長
床
竿、

馬
の
地
帯
は
抱
持
立
て
竿
と
す
る
地
帯
構
成
の
形
成
が
そ
れ

て
あ
る
。

か
よ
う
な
端
初
的
地
帯
構
成
11
原
生
的
基
盤
の
う
え
に、

資
本

と
農
業
と
の
再
生
産
11
蓄
積
の
二
様
の
循
環
運
動
が
展
開
し、

そ
こ
で
農

業
生
産
力
地
帯
構
造
の
二
極
（
東
北
11
新
潟
の
型
と
近
畿
の
型）

が
明
確

な
形
を
と
っ
て
滉
わ
れ
る
。

こ
の
二
様
の
循
環
運
動
は
比
喩
的
に
は
と
も
か
く、

必
ず
し
も
具
体

的
で
は
な
い
。
「
こ
の
原
生
的
基
盤
の
う
え
で
、

山
田
盛
太
郎
『
日
本
農
業
生
産
力
構
造
』

一

般
に
資
本
の

再

生

一

四
七

産
11
蓄
積
〔
原
始
的
蓄
積
を
含
む
〕

の
総
過
程
が、

ま
た
直
接
的
に
は、

農
業
で
の
生
産
11
再
生
産
11
蓄
積
〔
反
面、

地
主
的
土
地
所
有
の
成
立

を
意
味
す
る
〕

の
過
程
が
展
開
す
る
が、

こ
の
展
開
過
程
は
：··
:1一
様

の
循
環
運
動
を
描
く
」
（
一

七
頁）

と
し
て、

そ
の
一

は
東
北
11
新
潟
の

型
を
典
型
と
す
る
と
こ
ろ
の、
「
再
生
産
11
蓄
積
が
基
本
的
に
は

農

村

内
部
で
進
行
す
る
形
の
も
の
」、

そ
の
二
は
近
畿
の
型
を
典
型
と

す

る

と
こ
ろ
の
、
「
再
生
産
II
蓄
積
が
主
調
と
し
て
は
外
囲
と
の
連
関
で

或

は
外
部
か
ら
の
働
き
か
け
で
進
行
す
る
形
の
も
の
」

（
一

七
頁）

の
二

型
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
よ
う
な
地
域
把
据
の
あ
り
か
た
は、

そ
れ
が
い
か
に

「
再
生
産
11
蓄
積」

の

「
循
環
運
動
」

と
し
て
の
装
い

を
と
ろ
う
と
も、

そ
れ
が
「
地
帯
構
造
の
原
基
形
態
か
ら、

再
生
産
11

、
、
、

蓄
積
の
徊
環
運
動
の
二
型
ー
|l
即
ち、

東
北
型
と
近
畿
型
と
の
対
錮
的

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
必
然
に
規
定
さ
れ
た
||
_
地
帯
構
造
へ
の
再
構
成
」

（
一

七
頁、

傍
点
引
用
者）

と
い
う
か
ぎ
り
で
は、

原
生
的
段
階
11
原

生
的
基
盤
に
お
け
る
把
握
・

規
定
を
一

歩
も
で
る
も
の
で
は
な
く、

そ

の
規
定
の
枠
に
地
域
型
11
生
産
力
地
帯
構
造
を
固
定
化
せ
し
め
る
も
の

で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

典
型
11
地
主
的
土
地
所
有
下
の
生

、
、

産
力
構
造
は、

そ
の
原
型
11
原
生
的
段
階
に
お
い
て
固
定
化
・

類
型
化

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
よ
う
な
地
域
型
の
固
定
的
理
解
は、

そ
の
ま
ま、

す
で
に
著
者
の
戦
前
の
著
書

『
日
本
資
本
主
義
分
析
』

（
昭
和
九
年）

の
基
調
を
な
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
（
と
く
に、

同
書
一

九
七
頁）
。



す
な
わ
ち、
地
主
的
士
地
所
有
下
に
お
け
る
基
本
的
農
業
地
帯
の
構
成

は、
千
町
歩
地
主
地
々
帯・
水
田
単
作・
年
雇・
乾
田
馬
耕
法
を
特
徴
と

し、
「
地
主
的
土
地
所
有
全
構
成
の
中
枢
部
分
を
形
成」
す
る
東
北
11
新

潟
の
地
帯
（
北
部
関
東
・
山
陰
・
南
部
九
州
は
多
か
れ
少
か
れ
こ
れ
に
属

す
る）
と、
水
田
二
毛
作・
牛
馬
耕・
農
機
具
体
系
の
併
存
を
特
徴
と
す

る
「
改
革
前
11
高
位
生
産
力
地
帯
の
中
核
部
分」
と
し
て
の
近
畿
お
よ
び

以
西
と
く
に
西
南
地
帯
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る。
た
だ
し、
前

者、
東
北
11
新
潟
の
地
帯
は
「一
大
平
原
地
帯
の
圧
倒
的
部
分
を
包
括」

し
て、
そ
の
も
の
と
し
て
「
圧
倒
的
意
義」
を
も
っ
て
い
る
が、
後
者、

と
く
に
西
南
の
地
帯
は
地
域
も
狭
小
で
特
定
拙
域
の
特
定
条
件
の
制
約
を

受
け
て
お
り、
「
所
謂
る
近
畿
型
の
線
上
に
把
え
る
と
き
に
の
み、

前
者

と
対
応
的
な
意
義
を
獲
得
す
る」
（
ニ
ニ
頁）。

こ
の
西
南
の
理
解
は、
戦
前
の
生
産
力
段
階
論
の
主
張、
た
と
え
ば

山
田
勝
次
郎
『
米
と
繭
の
経
済
構
造』
（
昭
和一
四
年）、
田
中
定
「
佐

賀
県
農
業
論」
（
九
州
大
学
経
済
学
会
『
経
済
学
研
究』
九
巻一
1一、
四

号、
昭
和一
四
年）
に
お
け
る
東
北
段
階、
近
畿
段
階、
佐
賀
段
階
の

理
解
を
こ
え
る
積
極
的
な
位
置
づ
け
と
し
て
注
意
を
要
す
る。

と
こ
ろ
で、
問
題
の
核
心
は
「
地
主
的
土
地
所
有
(
II
零
細
農
耕）
と

生
産
力
と
の
関
係」
で
あ
っ
て、
こ
れ
こ
そ
が
右
の
地
帯
構
成
と
生
産
力

、
、
、
、
、
、

段
階
の
「
本
質
的
規
定
者」
（
二
四
頁）
で
あ
る。
そ
こ
で、
ま
ず
地
主

的
土
地
所
有
の
構
成
が
検
討
さ
れ
る。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
点
に
つ
い
て

書
評

山
田
盛
太
郎
『
日
本
農
業
生
産
力
構
造』

も、
右
の
地
帯
構
成
へ
の
接
近
と
同
様
の
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
の
を
み

る
こ
と
が
で
き
る。
す
な
わ
ち、
「
地
主
的
土
地
所
有
の
原
型
は、

原
生

的
段
階：．．．
 に
お
い
て、
既
に
構
造
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る」
（
二
五
頁）

と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て、
こ
の
「
原
生
的
段
階
に
お
い
て、
〔
地
主
的
土

地
所
有
は〕
そ
の
翠
固
な
根
響
を
も
っ
て
い
た
こ
と、
そ
し
て
そ
れ
以
降

は、
畢
窟、
そ
れ
か
ら
の
展
開
に
外
な
ら
ぬ
こ
と」
（一二
四
頁）
が
指
摘

さ
れ
る。

こ
の
展
開
と
は、
第一
。
地
主
的
土
地
所
有
の
体
制
的
な
成
立
（
明
治

三
八
年
基
準）
①
地
主
的
土
地
所
有
の
展
開

1
千
町
歩
地
主
地
々
帯

の
成
立。
②
殷
民
の
土
地
所
有
よ
り
の
分
離
の
展
開
ー
|
小
作
地
率
の
進

展。
第
二。
地
主
的
土
地
所
有
に
対
す
る
農
民
闘
争
の
激
発
と
地
主
制
の

転
換
（
大
正
八
年
基
準）
と
し
て
以
下
の
行
論
が
展
開
さ
れ
る。
だ
が、

い
ず
れ
に
し
て
も
地
主
的
土
地
所
有
の
本
質
規
定
は、
そ
の
「
翠
固
な
根

蓄」
に
も
と
づ
い
て
す
で
に
原
生
的
段
階
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て
い
る
か

ぎ
り、
そ
の
進
展・
展
開
の
い
み
は
ぎ
わ
め
て
制
限
的
で
し
か
な
い
こ
と

に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う。

余
頭、
他）
に
と
る
な
ら
ば、

そ
こ
で、
こ
の
「
翠
固
な
根
帯」
と
は
何
か。
例
を
「
地
主
的
土
地
所

有
の一
極
根
を
指
標
す
る」
「
典
型
的
な
ュ
ン
ケ
ル
的、
豪
族
（
鉄
師）

11
地
主」
と
し
て
の
島
根
県
田
部
家
（
明
治―-
0
年
代
に
お
い
て、
山
林

田
野一
1一
万
八
千
七
百
余
町
歩、
川
鉄
砂
採
取
場一
五
里、
牛
馬一
千
六
百

、
、

そ
の
土
地
所
有
の
中
核
は
著
し
い
従
属

一
四
八
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性
を
特
徴
と
す
る
「
株
小
作」

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。

豪
族
（
鉄

師）

11
地
主
と
し
て
の
田
部
家
の
構
成
は、

日
本
資
本
主
義
の
原
生
的
性

、
、
、
、

格
（
鉄
山
に
お
け
る
厳
烈
な
職
階
性
ー
監
獄
部
屋
の
原
型）

と
地
主
的
土

訛
所
有
の
原
生
的
性
格
（
著
し
く
従
属
的
な
株
小
作
制
。

岩
手
の
名
子
制

度
と
対
比
さ
れ
る
類
似
性）

と
を
一

身
に
兼
ね
備
え
た
マ
ン
モ
ス
的
存
在

（
そ
の
照
合
・

統
轄
の
た
め
の
厳
密
な

経
理
上
の
整
頓
。

「
出
雲
帳
合
」

の
特
殊
型
の
成
立）

で
あ
り、

し
か
も
フ
ェ
ニ
ソ
ク
ス
的
存
在
（
改
革
後

も
大
山
林
原
野
所
有
と
し
て
存
続）

と
し
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し

か
も
株
小
作
農
民
は
そ
れ
以
外
の
農
民
に
比
し
て
そ
の
耕
作
規
模
は
比
較

的
に
大
ぎ
く、
「
こ
れ
最
後
の
段
階
に
至
る
ま
で、

こ
の
従
属
形
態

を

存

続
せ
し
め
え
た
屈
強
の
根
拠
で
あ
っ
た
」
（
五
四
頁）
。

こ
れ
を
大
正
期
の

大
争
議
を
通
じ
て

「
そ
の
主
要
点
を
夙
に
解
体
・

分
解」

（
四
0
頁）

せ

し
め
ら
れ
た
原
蓄
期
開
墾
地
主
11
藤
田
農
場
の
構
成
と
対
比

す

る

な

ら

ば、

著
者
の
い
う
「
輩
固
な
根
幕」

の
指
向
す
る
と
こ
ろ
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う。

右
の
ば
あ
い
地
主
的
土
地
所
有
の
典
型
↓
原
型
11
中
核
は
株
小
作

11
名
子
制
度
に
求
め
ら
れ
て
お
り、
「
以
降
は、

畢
覚、

そ
れ
か
ら
の

展

開
に
外
な
ら
な
い
。
」

右
の
点
に
関
す
る
著
者
の
指
摘。
「
地
主
解
体
の
歴
史
的
時

点

は、

地
主
生
成
の
歴
史
的
序
列
と
正
に
逆
で
あ
る
」

（
四
一

頁）
。

「
こ
こ
で

歴
史
の
法
則
は、

生
産
力
と
労
働
力
編
制
の
核
心
か
ら
規
定
さ
れ
た
一

個
の
必
然
を
意
味
す
る
」
（
四
一

頁）
。

山
田
盛
太
郎
「
日
本
農
業
生
産
力
構
造
』

一

四
九

同
様
の
論
理
は、

地
主
的
土
地
所
有
に
対
置
せ
し
め
ら
れ
る
零
細
農
耕

11
農
民
層
の
分
析
に
も
貫
徹
す
る
。

こ
の
点
は
著
者
の
農
地
改
革
に
た
い

す
る
理
解
を
通
説
と
分
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で、

ご
く
抽
象
的
な
叙
述
で

は
あ
る
が、

原
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お
こ
う。

維
新
の
変
革
に
さ
い

し
て
「
階
級
分
裂
の
根
っ
こ
に
当
る
と
こ
ろ
の
実
態
構
成
そ
の
も
の
は、

多
く
は、

そ
の
ま
ま

：．．
 の
関
係
で、

再
生
せ
ら
れ、

そ
れ
故
に
な
お
多

く
の
封
建
的
残
滓
の
根
を
張
っ
た
原
生
的
な
基
本
の
形
態
〔
半
封
建
的
II

地
主
的
土
地
所
有
の
原
型
〕

が
構
成
さ
れ
る
に
至
り
：•••

そ
れ
を
基
盤
と

し
て、

地
主
的
土
訛
所
有
は
体
制
的
な
確
立
：·
:

を
遂
げ
る
」
（
八
八
頁）
。

か
く
て
地
主
的
土
雌
所
有
は
皇
室
御
料
設
定
・

全
国
土
的
官
民
有
地
の
再

編
に
自
己
の
B
o
ll
wer
k

を
見
出
し、

そ
の
「
不
動
の
保
証」

の
も
と
で

は
三
井
（
斜
里
農
場）
・

三
菱
（
東
山
農
事）

の
財
閥
資
本
さ
え
土
地
所
有

、
、

に
向
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え、

「
地
主
的
土
地
所
有
の
変
革
に
と
っ
て
は、

第

一

に、

国
家
権
力
の
変
革
が、

第
二
に、

資
本
主
義
機
構
の
変
革
が
必
須

条
件
と
な
る
」

の
で
あ
っ
て、

「
農
地
改
革
の
地
位
は、

こ
の
点
か
ら
規

定
さ
れ
る
」
（
八
九
頁）
。

「
今
次
の
農
地
改
革
は、

半
封
建
的
・

地
主
的
土
地
所
有
の
根
幹
に

触
れ
た
の
で
あ
る
が、

そ
れ
が
第
一

次
大
戦
期
の
ロ
シ
ア
革
命、

第
二

次
大
戦
期
の
中
国
革
命
の
如
き
と
こ
ろ
の
農
村
の
階
級
構
成
11
階
級
矛

、
、

、

盾
の
中
か
ら
発

す
る
変
革
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
点
が、

『
基
体
』

の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ッ
シ
ュ

な
構
造
に
対
し
て
決
定
的
な
再
編
を
な
し
と
げ
え
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（
山
田
盛
太
郎
編

一
五
頁）。
「
所
謂
る

山
田
盛
太
郎
「
日
本
農
業
生
産
力
構
造』

し
め
な
か
っ
た
ボ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
思
わ
れ
る」

「
変
革
期
に
お
け
る
地
代
範
崎』
昭
和
三
一
年、

「
基
体」
＾
Unterei
gentu
m
�
と
し
て
の
農
民
身
分
的
土
地
所
有
II

保
有
は、
そ
れ
自
身
が
一
種
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ッ
シ
ュ
な
椅
造
を
と
っ
て

い
る
（「
領
有
制」
＾
Obereige
ntu
m
»
は
之
と
照
応
す
る）

が、

そ

の
「
基
体』
の
生
産
技
術
段
階
が
零
細
農
耕
で
あ
る」
（
同
害
一
三
頁）。

以
上
の
よ
う
に、

ま
ず
0
原
生
的
段
階
に
お
け
る
地
帯
構
成
を、

次
に

そ
の
本
質
規
定
者
と
し
て
の
⇔
地
主
的
土
地
所
有、

3
零
細
農
耕
の
対
抗

を
み
た。
そ
う
し
て
は
じ
め
て、

地
主
制
下
の
「一
定
の
生
産
力
構
造
II

段
階」
が、

次
い
で
戦
後
段
階
の
生
産
力
構
造
が
把
握
さ
れ
る

そ
れ

が
著
者
の
方
法
で
あ
る。
わ
れ
わ
れ
は
漸
<
に
し
て
本
論
に
到
達
す
る
の

で
あ
る。

そ
こ
で、

東
北
型
と
近
畿
型
と
の
地
帯
構
成
を
基
準
と
し
て
日
本
農
業

生
産
力
の
基
本
構
造
が
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が、

東
北
型
を
基
調
と

す
る
東
北
11
新
洞
の
千
町
歩
地
主
地
々
帯
は、

そ
れ
が
一
定
の
生
産
力
構

、
、
、
、
、

造
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て、

地
主
的
土
地
所
有
の
段
階
的
地
位
を
示
す
も

の
と
さ
れ、

他
方、

近
畿
型
の
線
上
に
あ
る
西
南
・
改
革
前
11
高
位
生
産

カ
地
帯
は、

そ
れ
が
地
主
的
力
の
弱
い
部
面
あ
る
い
は
そ
の
分
解
過
程
の

、
、
、
、

部
面
に
成
立
し
て
い
る
事
実
に
よ
っ
て、

地
主
的
土
地
所
有
の
歴
史
的
限

界
を
示
す
も
の
と
し
て、

地
主
的
土
地
所
有
へ
の
抵
抗
・
批
判
と
し
て、

位
置つ
け
ら
れ
る。
か
つ、
こ
の
二
つ
の
地
帯
は、

日
本
農
業
に
お
け

、
、
、
、
、
、
、

る
「
技
術
的
発
展
段
階」
(1
0
八
頁）

を
指
標
す
る
も
の
と
理
解
せ
ら

れ、

第一
。
東
北
11
新
潟
・
千
町
歩
地
主
地
々
帯
成
立
の
段
階
〔
明
治
舟

年
代
ー
明
治
末
年
頃
迄
に
そ
の
華
本
構
成
を
と
る〕。

第
二。

西
南
・
改

革
前
11
高
位
生
産
力
地
帯
成
立
の
段
階
〔
第一
次
大
戦
後
以
降、

大
正
十

年
代
ー
昭
和
恐
慌
期
を
経
過
し
て
構
築
さ
れ
る〕。

か
く
し
て、

こ
の
二

つ
の
地
帯
11

段階
に
よ
っ
て
地
主
的
土
地
所
有
下
の
生
産
力
の
基
本
構
成

が
与
え
ら
れ
る、

と
す
る
の
で
あ
る。

だ
が、

か
よ
う
に
「
二
つ
の
地
帯
を、

発
展
の
二
つ
の
段
階
の
指
標
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て、

発
展
の
規
定
性
を
明
確
に
示
し」
(
1
0
九
頁）
た

こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か。
し
た
が
っ
て
ま
た、
「
逆
に
二
つ
の
地
帯

は、

二
つ
の
段
階
の
指
棟
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
地
帯
と

し
て
の
規
定
性
を
明
確
に
示
す」
(
1
0
九
頁）
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う

か。
さ
ら
に、

そ
も
そ
も
著
者
の
い
う
「
農
業
生
産
力
構
造」
と
は
何
で

あ
る
の
か。

全
問
題
解
決
の
鎚
と
さ
れ
た
こ
の
点
に
関
す
る
疑
問
を、

保
留
し
な
が

ら、

戦
後
段
階
の
分
析
に
進
も
う。
そ
こ
で
の
論
点
は、

農
地
改
革
が
地

主
的
土
地
所
有
を
そ
の
根
祗
に
お
い
て
解
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、

右
の

二
つ
の
地
帯
の
地
位
は
転
倒
せ
し
め
ら
れ、
そ
こ
に
地
主
的
土
地
所
有
下

の
零
細
農
耕
の
零
細
性（
「
零
細
規
模
単
位
の
生
産
と
現
段
階
的
消
費
単
位

〔
農
業
労
働
力
再
生
の
基
礎
単
位〕
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
破
綻」）
（一

一
三
頁）
が
白
日
の
も
と
に
曝
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。
「
こ
れ
が
現
段
階

一
五
〇
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以
上
に
著
者
の
論
旨
の
大
略
の
構
成
を
み
た
。

こ
こ
で
、

著
者
の
い
う

農
業
生
産
力
構
造
と
は
何
か、

と
い
う
疑
問
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
れ
だ
け
の
戦
後
分
析
の
た
め
に、

こ
れ
だ
け
の
戦
前
分
析
が
な
ぜ

必
要
で
あ
る
か
は、

そ
の
論
理
構
造
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
思
え
る
か
ら

で
あ
る
。

た
し
か
に、

著
者
の
い
う
と
こ
ろ
は
二
つ
の
地
帯
11

段
階
の
構
成
が
地

主
制
下
の
農
業
生
産
力
構
造
を
規
定
す
る
点
で
あ
る
。

だ
が
そ
こ
で
述
べ

、
、
、

ら
れ
る
と
こ
ろ
は、

二
つ
の
地
帯
の
特
徴
的
な
差
別
性
で
あ
っ
て、

両
者

、
、
、
、
、

に
共
通
す
る
基
盤
（
相
互
規
定
性）

に
つ
い
て
は
殆
ど
語
ら
れ
ず、

し
た

が
っ
て
地
帯
(
11
類
型）

間
の
対
比
は
示
さ
れ
て
も、

内
的
矛
盾
の
関
係

を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
ま
た
地
帯
11

段
階
の
統
一

が
生

産
力
構
造
を
規
定
す
る
と
い
っ
て
も、

そ
れ
は
空
虚
な
響
含
を
し
か
持
ち

え
な
い
。

こ
こ
で
、

ほ
と
ん
ど
と
い
う
の
は、

著
者
が
「
『
某
体
』
（
農
民

的
土
地
所
有
11

保
有）

の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ッ
シ
ュ

な
構
浩
」

を
指
摘
す
る
か

ら
で
あ
る
が、

そ
れ
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
っ
て、

そ
の
内
面
的
な
属
性
的

な
規
定
性
は
一

面
的
（
零
細
地
片
の
鈷
綜
と
い
う
ご
と
き）

で
あ
り、

し

、
、

た
が
っ
て
そ
の
属
性
の
い
わ
ば
外
化
と
し
て
の
発
展
を
語
る
こ
と
が
で
ぎ

な
い
。

著
者
は
「
基
体
」

の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ソ
シ
ュ

な
構
浩
を、

た
と
え
ば

山
田
盛
太
郎
『
日
本
農
業
生
産
力
構
造
』

的
問
題
の
ア
ル
フ
ァ
ー
で
あ
り、

オ
メ
ガ
ー
で
あ
る
」
(
1

0
九
頁）
。

一

五

田
部
家
の
株
小
作
あ
る
い
は
そ
れ
と
対
比
せ
ら
れ
る
名
子
制
度
に
お
い
て

把
握
し、

そ
れ
を
地
主
制
の
本
質
規
定
と
す
る、

原
生
的
段
階
で
の、

い

わ
ば
原
型
把
握
に
お
い
て
は
卓
越
し
た
特
殊
な
類
型
化
の
方
向
を
示
さ
れ

る
。

い
う
な
ら
ば、

典
型
↓
原
型
↓
本
質
規
定
と
い
う
類
型
化
の
諭
理
構

逆
が
著
者
の
独
自
性
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う。

念
の
た
め
に
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
類
型
化
一

般
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
。

マ
ル
ク
ス
も
い
う
よ
う
に、

「
現
実
的
諸
関
係
は、

そ

れ

ら
が
そ
れ
自
身
の
一

般
的
類
型

a
ll
ge
m
ei
n
er

T
y
p
u
s

を
表
現
す
る

か
ぎ
り
で
の
み
叙
述
さ
れ
る
の
で
あ
る
」

（
『
資
本
論
』

第
三
部
一

六

七
頁、

長
谷
部
訳、

九
分
冊
二
頁）
。

あ
る
い
は
人
間
は
一

個
の

類

的

存
在

G
a
tt
u
n
gs
w
es
e
n

で
あ
る
と
い
う
把
捏
（
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ

ル
ス
選
集、

大
月
書
店
版、

補
巻
四
、

三
0
五
頁）
。

し
た
が
っ
て
変
質・
変
革
は、
原
型
の
解
体
と
し
て
理
解
さ
れ
る
に
止
ま

る
の
で
あ
っ
て、

原
型
か
ら
典
型
へ
の
論
理
形
成、

そ
こ
で
そ
の
内
的
矛

盾
の
開
展
と
い
う
総
体
の
論
理
構
成
は
と
ら
れ
な
い
。

地
帯
11
段
階
は、

か
よ
う
に
し
て
論
理
的
に
固
定
化
さ
れ
る
。

強
い
て
い
え
ば、

そ
の
解
体

過
程
が
論
ぜ
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
は、

”
静
態
的
II

把
握
で
あ
る
と
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う。

著
者
に
あ
っ
て
は、

変
革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
外
来
的
な
与

件
と
し
て
し
か
論
理
的
に
存
在
し
え
な
い
、

し
か
も
著
者
に
あ
っ
て
は、

零
細
農
耕
を
語
る
と
き
に
農
民
闘
争
は
軍
大
に
評
価
さ
れ
る
。

そ
れ
は、

著
者
の
論
理
と
硯
実
と
の
矛
盾
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う。



わ
れ
わ
れ
が
農
業
生
産
力
構
造
の
課
題
に
求
め
る
も
の
は、

か
か
る
変
革

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
零
細
農
耕
農
民
閻
の
内
的
矛
盾
八
基
本
的
生
産
関
係
＞

の
開
展
と
し
て
、

主
体
の
形
成
と
し
て
、

把
握
さ
れ
る
こ
と、

つ
ま
り
生

産
力
の
連
続
性、

発
展
性
に
立
脚
し
た
段
階
性
の
点
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
か
よ
う
な
問
題
意
識
に
と
っ
て、

特
定
農
家
の
変
遷
を

ト
1.
1
ス

す
る
最
近
の
す
ぐ
れ
て
刻
明
な
実
証
的
分
析
に
こ
そ
、

重
要

な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

た
と
え
ば、

山
形
県
山
形

市
西
郷
地
区
の
一

農
家
に
つ
い
て
の
、

大
場
正
己
「
農
家
経
営
の
史
的

分
析
』

農
業
総
合
研
究
所
研
究
叢
書
第
五
八
号

（
昭
和
三
五
年）
。

山

形
県
酒
田
市
北
平
田
地
区
の
一

農
家
に
つ
い
て
の
、

五
十
嵐
憲
蔵
「
稽

作
技
術
体
系
の
発
展
過
程
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」

農
業
技
術
研
究
所

報
告
H
第
二
六
号
所
収
（
昭
和
三
六
年）
。

私
自
身
が
理
解
す
る
農
業
生
産
力
の
構
造
論
理
に
つ
い
て
は、

本
害

評
の
域
を
こ
え
た
も
の
で
あ
り、

別
稿
を
準
備
し
て
い
る
の
で
、

そ
の

方
に
譲
り
た
い
。

た
だ
一

言
い
う
な
ら
ば、

か
よ
う
な
著
者
の
分
析
方

法
は、

旧
著
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』

以
降
の
数
論
文
を
通
じ
て
一

貫

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
再
生
産
論
」

の
適
用
に
よ
る
『
日
本
資

本
主

義
分
析
』

は、

産
業
資
本
確
立
期
に
お
け
る
そ
の
断
面
構
造
を
諸
範
疇

11
諸
定
型
の
編
制
に
お
い
て
と
ら
え、

そ
の
後
の
一

般
的
危
機
の
展
開

、
、

、
、

を
専
ら
こ
の

「
定
型
」

編
制
の
解
体
と
し
て
与
え
て
い
く
も
の
で
あ
っ

た
。

か
か
る
論
理
の
も
と
に
あ
っ

て
は、

新
た
な
要
因
ー|
r
と
く
に
階

書
評

山
田
盛
太
郎
『
日
本
農
業
生
産
力
構
造
』

級
関
係
に
お
け
る
ー
ーー

の
生
成
発
展
の
積
極
的
評
価
は
説
明
さ
れ
い
な

い
。

農
業
と
工
業
と
の
間
に
お
け
る
「
二
条
の
基
本
線
」

の
強
調
と、

そ
の
相
関
の
平
行
的
理
解
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、

と
く
に
自
作

中
堅
層
の
分
解
を、

そ
の
消
極
面
ー—
i

脆
弱
性
・

分
解
性
ー
|ー

に
お
い

て
し
か
評
価
し
な
い
、

事
実
上
の
農
民
分
解
論
の
欠
如
と
な
る
。

「
い

わ
ゆ
る
農
業
疱
機
は、

解
決
の
主
体
と
方
向
を
欠
如
し
た
単
な
る
農
村

窮
迫
」
（
綿
谷
赴
夫
「
山
田
盛
太
郎
『
農
地
改
革
の
歴
史
的
意
義
」
（
書

評）
」

本
誌、

四
巻
二
号、

昭
和
二
五
年）

で
し
か
あ
り
え
な
い
。

本

書
『
日
本
農
業
生
産
力
構
造
」

に
お
い
て、

す
で
に
み
た
よ
う
に
、

改

革
後
の
農
業
生
産
力
の
異
常
な
発
展
の
も
と
で
「
農
家
経
済
の
広
汎
な

、
、
、
、

、
、

、
、

解
体
過
程
」

が
進
行
す
る
こ
の
矛
盾、

こ
の
危
機
と
い
う
理
解
が
な
さ

れ
る
の
も
同
断
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

以
上
の
分
析
か
ら
改
革
後
に
お
け
る
東
北
と
西
南
と
の

生
産
力
地
位
の
「
順
倒
」

と
理
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も、

そ
の
強
調
に

も
か
か
わ
ら
ず、

王
当
に
わ
れ
わ
れ
を
納
得
さ
せ
な
い
。

む
し
ろ
何
故
の

「
順
倒
」

で
あ
る
か
が、

さ
ら
に
果
し
て
そ
れ
は
「
顕
倒
」

と
理
解
す
べ

ぎ
か
否
か
が、

「
生
産
力
構
造
の
深
層
」

に
お
い
て
問
わ
れ
な
け

れ

ば
な

ら
ぬ
で
あ
ろ
う。

後
段、

と
く
に
西
南
地
帯
に
つ
い
て
の
実
態
把
握
に
お

げ
る、

「
零
細
耕
作
基
盤
で
の
機
械
体
系
の
整
備
拡
充
と、

そ
れ
に

よ

る

経
営
集
約
度
の
増
進
が、

戦
後
の
現
段
階
で
は
も
は
や
限
界
に
達
し
た
こ

と
」
（
三
五
二
頁）
。
「
戦
後
の
佐
賀
稲
作
生
産
力
を
特
徴
づ
け
る
土

地

生

一

五
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